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構造用乱流境界層風洞

超高層建築物や大スパン構造物などの構造骨組
や外装材の合理的な耐風設計や風揺れによる居住
性能評価など風に関連する種々の問題を解決する
ために, 2種類の境界層乱流風洞を用いて,各種
風洞実験を行うことが可能です。

[大型乱流境界層風洞仕様]
・測定胴の幅2.2m, 高さ1.8m, 長さ19m
・風速 0.5～15m/s

[中型乱流境界層風洞仕様]
・測定胴の幅0.9m, 高さ0.9m, 長さ14m
・風速 0.5～14m/s

[計測機器]
・多点同時風圧計測システム（384ch)
・6分力動的天秤        ・振動天秤
・サーミスタ風速計（96ch)       ・熱線風速計
・可視化用レーザーシート

大型乱流境界層風洞

中型乱流境界層風洞

風洞実験模型

風洞実験の様子



外装材用耐風圧性能試験機

竜巻などの突風や台風などの強風により被害を受ける外

装材が非常に多く見られます。外装材に作用する風荷重の

評価は風洞実験により行うことができますが，その外装材の

破損や脱落について検討するには，それらの外装材の耐風

圧性能を把握することが必要不可欠となります。本実験装置

は実物大の外装材を設置し，それらに正圧，負圧を静的，動

的に作用させることで破壊プロセスを含めて耐風圧性能を評

価することができます。

[外装材用耐風圧性能試験機仕様]

・試験体設置可能寸法: 3m×3m

・加圧範囲: -10kPa～10kPa

・加圧方法：静的加圧，正弦波加圧，ランダム加圧
外装材被害事例

軒天井の耐風圧性能試験外装材用耐風圧性能試験機の外観

試験体の設置の様子 機械固定的工法防水システムの耐風圧性能試験

軒天井の破壊の様子



竜巻状気流シミュレータ

竜巻被害等の対策のためには，現象を理解し，

複雑な流れ場において物体に作用する風圧力の

性質を調べなければなりません。

東京工芸大学竜巻状気流シミュレータは，自

然界に見られるような移動する竜巻状流れ場を

再現することが可能です。さらに，収束層高さ

や，移動速度等，様々な条件を変化させ，性質

の異なる竜巻状渦を発生させることも可能です。

移動可能上昇流発生装置

・リニアモータ移動最大速度：4m/s

・上昇気流発生装置幅：1700mm

・上昇気流孔：410mm

・上昇流速度：6.5m/s

・昇降可動床

計測システム

・可視化システム(H2O mist)

・風圧計測システム(256ch.)

・風速計測システム(hotwire prove, thermistor probe, PIV）

Fig.
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北海道門別町の竜巻被害   2004年

wind speed
ratio

埼玉県越谷市の竜巻被害   2013年

竜巻状気流の可視化 風速測定結果 竜巻状気流発生装置

上昇気流発生部



飛散物衝撃試験装置（エアーキャノン）
台風や竜巻による高速度(～100m/s）の飛散物体を再現し、外壁材や窓ガラスの衝撃試験を行

う装置。

竜巻により木材が飛来物として外壁に貫入
（2004年北海道厚賀 ）

竜巻により屋根ふき材が飛来物として外壁に衝
突（2006年 宮崎県延岡市 ）

2×4の角材を高速度(30-60m/s)で射出する実験例
樹脂をラミネートして強化された合わせガラスでは，飛来物に対する耐衝撃性を示した。（写真左）

飛散物衝撃試験装置（エアーキャノン）



TPU風工学データベース (https://werc.t-kougei.ac.jp/TPUdatabase.html)

TPU空力データベース

   - 高層建築物空力データベース
   - 複数の高層建築物空力データベース
   - 低層建築物（軒無し）空力データベース
   - 低層建築物（軒有り）空力データベース
   - 密集低層建築物の空力データベース
   - ユニバーサル等価静的風荷重データベース

屋内環境データベース通風・換気データベース

密集建築物の空力データベース

TPU空力データベース

低層建築物の空力データベース

下記の実験結果が公開されており、研
究者・実務者・学生などが自由に使用する
ことができる国際的なデータベースである。
異なる実験パラメータ（建物平面、建物高
さ、地表面粗度区分など）が選択でき、実
験結果として圧力コンターだけでなく、風
圧係数の時刻歴データ（Matlabファイル）
もダウンロード可能である。国内外の規準
や設計資料作成の際に参考にされている
データベースで，全世界からのアクセスさ
れている。

通風，換気データベース
住宅の風速ベクトルや室内気流特性に関して、
CFD解析により得られた結果を基に作成され
たデータベースである。

屋内／屋外の
空気環境データベース
数値人体モデルや，建物周りの流れ・温度・
濃度に関する実験データベースである。



温度成層風洞

気流温度と床面温度を制御し大気安定度を変化させる
ことができる特殊な風洞です。送風機、温度成層装置、床
面加熱冷却装置、気流冷却装置、熱源装置等で構成され
ています。

異なる大気安定度条件での汚染物質や危険物質の拡
散や、都市のヒートアイランド現象などをシミュレートするこ
とができます。

温度成層風洞仕様
・測定胴の幅1.2m, 高さ1.0m, 長さ9.4m
・風速 0.2～2m/s
・気流温度12℃～60℃, 床面温度9℃～80℃

計測機器
・高応答炭化水素計(FID)
・熱線・冷線較正用風洞
・熱線風速計、冷線温度計、高精度差圧計
・粒子イメージ流速計測（PIV）システム
・スプリットフィルム、冷線、FIDを用いた、風速、

温度、濃度の同時測定システム

風速、温度、濃度の

同時測定システム

熱線・冷線較正用風洞

密集市街地の風通しの悪化

に伴う熱や汚染物質の滞留

大気汚染物質の拡散

温度成層風洞

風　　　速   :   0.2∼2m/s

測 定 胴    :   1.2m(W) x 1.0m(H) x 9.4m(L)

気流温度   :   12∼60℃ 

床面温度　 :    9∼80℃ 



環境実験用中型乱流境界層風洞

建物内の自然換気や、高層建物まわりのビル風、汚染物質・危険物質の拡散等をシ
ミュレートすることができる乱流境界層風洞です。

中型乱流境界層風洞の仕様
・測定胴の幅1.2m, 高さ1.0m, 長さ14m
・風速 0.5～18m/s

計測機器
・高応答炭化水素計(FID)
・熱線風速計、高精度微差圧計
・多点風圧計測システム
・粒子イメージ流速計測（PIV）システム

風洞断面図

ガス拡散の風洞実験
高層ビル群が作り出す流れ場の可視化実験

建物内の通風換気実験



アクティブ制御マルティファン人工気候室

Fig.

48台のプラグファンをインバータで個別に回転制御し、

任意の風速変動・風速分布を作り出すことができる
特殊な装置です。温度や湿度も制御できます。

自然風やSin波・矩形波などの
変動風を再現し、温度・湿度の
制御と組み合わせて、
各種環境の気持ち
良さや覚醒度、
知的生産性等
を検討できます。

人工気候室仕様
  ・幅 5m 長さ 11m 高さ 3m

  ・風速範囲 0.1m/s～2.7m/s
  ・温度範囲 20℃～35℃ （±0.5℃）

・湿度範囲 40～70％ （±2％）

主な用途
  ・自然通風時の温冷感、快適感に関する被験者実験
  ・放射・対流・デシカント空調時の温冷感、快適感に関する被験者実験
  ・風速変動、温度変動が知的生産性に及ぼす影響に関する被験者実験
  ・サーマルマネキンを使った人体周りの気流可視化実験

・実大吹出口を用いた空調吹き出し気流の計測、可視化実験
  ・発汗サーマルマネキンを使った人体温熱生理モデルの検証実験

測定室

気流生成装置 被験者実験の状況



発汗サーマルマネキン

身長168.5cmのアジア人男性の体形を模
擬し、顔 頭 胸 腹 肩 背中 上腕 前腕 臀
部 大腿 下腿 手足 の計20の部位ごとに、
表面温度・発熱量および、発汗量を制御で
きる。

温度制御方法は、部位別に表面温度制
御のほか熱流束制御、コンフォートモード
制御が可能。

発汗は139か所の発汗孔からの蒸留水
を特殊スキンで拡散し蒸発させることで再
現。発汗量も部位別に制御可能。

発汗サーマルマネキン仕様
 ・米国MTNW社製Newton20-Zone

Sweating Thermal Manikin
 ・身長 168.5cm 体重30ｋｇ
 ・最大発熱量 800W/m2

 ・最大発汗量 1000ml/(hr･m2）
 ・湿度範囲30～90％（±2％）

着衣状態 裸体を模擬した発汗実験の状況

主な用途
 ・人体温熱生理モデルの検証実験

 ・各種着衣の熱抵抗・透湿抵抗の測定実験
 ・各種空調室内の温熱環境評価やパーソナル空調システムの評価
 ・各種空調方式や人体姿勢・着衣状態による人体周りの熱伝達率測定実験

 ・各種空調方式や人体姿勢・着衣状態による人体周りの気流・可視化実験



共同利用・共同研究拠点運営組織

風工学研究拠点の目的は，これまで培ってきた風工学に関する先端的な知見およびユニーク
な実験施設を国内外で広く活用することで，我が国の風工学と関連学術分野のさらなる基盤強
化と発展，人材育成に貢献することです。その目的を達成するため，本学風工学研究センターに
共同利用・共同研究拠点運営委員会を設置しています。

共同利用・共同研究拠点運営委員会 
（学外委員，五十音順，敬称略）
大熊 武司 神奈川大学名誉教授，神奈川大学客員研究員
加藤 信介 東京大学特命教授・名誉教授，工学院大学非常勤特任教授
倉渕 隆 東京理科大学 副学長/名誉教授 元空気調和・衛生工学会会長
小林 信行  東京工芸大学名誉教授
富永 禎秀 新潟工科大学 建築・都市環境学系，教授（風・流体工学研究センター長）
持田 灯 東北大学名誉教授
八木 知己 京都大学大学院 工学研究科，教授
山田 均 横浜国立大学名誉教授，関東学院大学客員教授
和田 章 東京科学大学名誉教授

（学内委員，順不同）
山本 佳嗣 教授（風工学研究センター長） 室内環境分野
吉田 昭仁 教授 強風防災分野
松井 正宏  教授 強風防災分野
玄 英麗 助教 室内環境分野
義江 龍一郎 教授 屋外環境分野
田村 幸雄 東京工芸大学名誉教授・重慶大学教授, プログラムコーディネータ

主な共同研究機関

（海外大学，順不同）
北京交通大学(中国),  ノートルダム大学(米国)
重慶大学(中国）     ジェノバ大学(イタリア）
同済大学(中国） ウエスタン・オンタリオ大学(米国）
釜山大学(韓国） インド工科大学(インド）
淡江大学(台湾)

（国内大学，高専，五十音順）
足利大学 神奈川大学
関東学院大学 京都大学
高知大学 東海大学
東京大学 東京科学大学
東京理科大学 東北大学
徳島大学 常葉大学
豊田高専 名古屋大学
新潟大学 新潟工科大学
日本女子大学 防衛大学
武蔵野大学 明治大学
早稲田大学

(公的研究機関，五十音順）
国土交通省国土技術政策総合研究所 独立行政法人 宇宙航空研究開発機構

(民間企業, 五十音順）
大林組 風工学研究所
清水建設   大成建設
竹中工務店        東急建設
前田建設工業



共同利用・共同研究拠点内担当者
(2026年4月現在）

拠点プログラム・コーディネータ
東京工芸大学 名誉教授
田村幸雄

教授 吉田昭仁
強風防災・
耐風構造分野

教授  松井正宏
強風防災・
耐風構造分野

教授 山本佳嗣
風工学研究センター長
室内環境分野

教授 義江龍一郎
屋外環境分野

助教 玄 英麗
室内環境分野

東京工芸大学 風工学研究センター
共同利用・共同研究拠点 〒243-0297 神奈川県厚木市飯山南5-45-1

TEL：046-242-9658 E-mail：collaborate@arch.t-kougei.ac.jp

バス停
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風工学研究
センター

5号館

中央図書館
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学生会館

東京工芸大学厚木
キャンパス
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